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離乳食ブック離 乳 食 の ち し き

アレルギー対応食品②
③アレルギー対応フード

※ 2022 年 3 月時点での商品情報となっております。

※商品は一例でございます。

容量 70 ｇ  

￥130（税抜）

5 か月頃から

キユーピー ( 株 )　

容量：50 ｇ× 2 

￥130（税抜）

12 か月頃から

( 株 ) 永谷園

容量：70 ｇ

￥110（税抜）

12 か月頃から 

★ 28 品目不使用

エスビー食品 ( 株 )

容量 70 ｇ  

￥130（税抜）

7 か月頃から

キユーピー ( 株 )　

容量 70 ｇ 

オープン価格

9 か月頃から

和光堂 ( 株 )
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離 乳 食 の ち し き 離乳食ブック

離乳食と衛生
■乳児はからだの機能が未発達で、病原体（細菌やウイルスなど）に対する

　抵抗力が弱いです。

■離乳食は水分が多くうす味で、つぶしたり、刻んだりすることから病原体に

　汚染されやすく傷みやすいので衛生的に取り扱うことが重要です。

・気を付けたいこと

・調理器具は丁寧に洗い、調理台は清潔に整える。

・与える食品は十分加熱する。

・飲み残しミルクは捨て、哺乳瓶はよく洗う。

・食べ残しは原則として離乳食には使わない。

・家族に調子の悪い人がいる時は、哺乳瓶・調理器具の扱いには

　十分注意する。

・手や指に傷がある時は黄色ブドウ球菌の危険があるので

　ゴム手袋を使用する。

・少しでも不安に思ったら、食べずに思い切って捨てる。

・冷蔵や冷凍でも菌は死滅しないので過信は禁物。

・病原体はおもちゃやタオルからも感染するので洗浄・洗濯する。

★調理の前には必ず石鹸で丁寧に手を洗いましょう！

食中毒予防の 3 原則

①　食物に細菌をつけない！（清潔に調理する）

②　細菌を増やさない！　　（迅速に調理する）

③　細菌を殺す、または休眠させる！（加熱と冷却）
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離乳食ブック離 乳 食 の ち し き

離乳食が進まない時の Q ＆ A ①

Ｑ．離乳食をいやがります（５～６か月）

Ｑ．離乳食を始めたら、うんちがゆるくなりました（５～６か月）

Ｑ．もぐもぐせずに丸飲みをしているようです　（７～８か月）

Ｑ．○○○ばかり食べたがります

（７～８か月）

Ａ．元気があり、離乳食を喜んで食べるならこのまま

　　続けましょう。離乳食を食べることにより、うんちの色が

　　濃くなったり、においがするようになります。

　　食べたものがそのまま出ても、心配ありません。

Ａ．離乳食の固さと量をチェックしましょう。

　　少量を食べさせて、口がもぐもぐ動いて飲み込めれば OK。

　　飲み込めないようなら、軟らかさや大きさを

　　工夫してみましょう。

Ａ．固さや口当たりが好まれるのだと思います。

　　好きなものと混ぜたり、

　　様子を見ながらまた試してみましょう。

Ａ．無理強いせずに、様子をみて再スタートしましょう。
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離 乳 食 の ち し き 離乳食ブック

離乳食が進まない時の Q ＆ A ②

Ｑ．かみかみせずに

　　丸飲みをしているようです（１歳前後）　

Ｑ．母乳が好きで離乳食が進まず、体重の増加不良を

　　指摘されました（1 歳前後）　

Ｑ．座って食べてくれません（１２～１８か月）

Ｑ．離乳食を作るのが大変で、バリエーションもありません

Ａ．乳汁ばかりでは、栄養不足の心配と口の発達にも影響が

　　でることがあります。お腹をすかせて食べさせてみましょう。

　　生活リズムをつけていきましょう。

Ａ．食事時間は 30 分以内を目安に切り上げましょう。

　座った時は、お母さんの笑顔と声かけで楽しい食事にしましょう。

Ａ．離乳食づくりが大変な時は、大人の食事からとり分けて

　　作りましょう。ベビーフードなども上手に利用しましょう。

Ａ．離乳食を小さくしすぎずに、

　　かまないと飲み込めない大きさにして

　　みましょう。

　　軟らかいものをスティック状や

　　１円玉よりは大きめにして手づかみで

　　食べさせてみましょう。

Ｑ．母乳が好きで離乳食が進まず、体重の増加不良を
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離乳食ブック離 乳 食 の ち し き

災害時の食の対応
☆お母さんは授乳や赤ちゃんのために、食事や水分をしっかりとりましょう！

　災害時は普段の食事回数や食事量は望めません。食べられる量を少しずつ

　でも食べましょう。

☆お乳を吸えば、赤ちゃんも安心します。

　一時的に母乳が出ない場合もあるので、粉ミルクと哺乳瓶を用意して

　おきましょう。

☆乳児用液体ミルクの製造・販売が許可されました。（2018 年 8 月）

　開封後はすぐに使用し、飲み残しは与えないでください。

☆生ものと十分に火が通っていない食べ物は避けましょう。初めてのものは

　大人が確認してから食べさせましょう。

☆家庭備蓄は１週間分（アレルギーがある場合は多めに準備）

■いざという災害時に、赤ちゃんの命を守るためのポイント！

☆水　 　　　　　 　 　

☆乳児用液体ミルク

☆ベビーフード

☆スプーン 

☆ポリ袋 　　  　　　

☆おむつ 　  　　 　　　　　　　

☆タオル

☆おもちゃ

☆トマトジュース 

☆そうめん

☆おやつ等

☆コーンクリーム缶 

☆パックご飯

☆フリーズドライスープ

☆ツナ缶

☆レトルトがゆ

☆ミルク（スティック・キューブタイプ）　

☆哺乳瓶　

☆紙コップ（哺乳瓶の代用にもなります） 　　

☆ラップ（お皿の代わりにもなります）

☆ウェットティッシュ  　　　　　　　　

☆着替え

☆おんぶ（抱っこ）ひも

☆母子手帳コピー（出生状況と予防接種の頁）

＜離乳食にも使える食品例＞

＜赤ちゃんのために備えておきたいもの＞

普段食べ慣れているものを、

多めに用意し、順次使って

買い足しておきましょう。

★ローリングストック
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